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相談内容 日　時 場　所 お問い合わせ先

【要予約】 認知症相談 （もの忘れなど）
７月７日（木）

14時～
宮原福祉センター

地域包括支援センター

☎62-3456

【要予約】消費生活相談

（消費者トラブル、お金のお悩みなど）

7月13日（水）

10時～１７時
役場相談室

総務課　生活安全係

☎52-7111【要予約】弁護士相談

（消費者トラブル、お金のお悩みなど）

7月15日（金）

１３時３０分～１６時
宮原福祉センター

【１５歳から49歳向け】就職相談

（働くことに関するお悩みなど）

10時～17時

（月・日・祝日以外）
若者サポートステーション

若者サポートステーション

☎33-8739

【60歳以上向け】就職相談

（仕事紹介）

毎週月・水・金

10時～16時
県南広域本部 1 階

熊本高齢者無料職業紹介所

☎32-4144

就職相談

（履歴書の書き方や面接指導など）

9時～17時

（土・日・祝日以外）
県南広域本部 1 階

ジョブカフェ八代

☎33-3756

医者：「今日はどうしました？」、患者：「風邪を引いたみたいなんです」

病院に行って、お医者さんとこんなやりとりをしたことはありませんか？

医療について相談できる、身近な存在（かかりつけ）がいると心強いですね。

もっと信頼関係を築くために、わからないことがあれば、医療従事者に遠慮なく聞いてみましょう。

問　八代地域在宅医療・介護連携支援センター（八代市高齢者支援課内）　☎0965-33-4682

「かかりつけ」 ともっと信頼関係を築くために

「風邪」だけでは、どんな症状かわかりません。いつから、どんな症状が

あるのかを具体的に伝えましょう。前もってメモしておくといいですね。

先生に聞きたいこともメモしておくといいでしょう。

　 　 　 各 種 相 談 （ 市 外 局 番 0 9 6 5 ）

定住自立圏イベント情報

第５５回八代くま川祭り八代市 芦北町

旭中央通り会場、

八代市役所会場の２

会場でそれぞれイベ

ントを開催します！

八代の夜を楽しく

踊り明かしましょう。

◇日時　8月6日（土）　荒天中止

◇会場　袋町～旭中央通：総踊り

　　　　　 八代市役所：ステージイベント

問　八代くま川祭り振興会　☎0965-33-4132

１６回目の今回は、 １２店舗による趣向をこらしたメ

ニューに加え、 伽哩街道の文字が入ったエプロンなど

のノベルティグッズを準備しています。

◇期間　７月２３日（土）～８月２８日（日）

◇店舗　　

　・ヘルシーパーク芦北　　　　　 ・ダ・ロープ亭　　

　・イタリア小料理 コラッジオ　　・ビストロパザパ　　

　・さるかに合掌亭　　　　　　　　 ・マリーンスポットM

　・道の駅たのうら たばくまん　 ・メルトスタンド

　・レストラン ぎゅーぎゅー亭　　・味乃なじみ

　・福田農場　バレンシア館　　　・貝汁味処南里

問　芦北町観光協会　☎0966-82-2511

芦 北 伽 哩 街 道

Information                                                                        　         お知らせ                                                                        　      

町の未来を担う農業者を育成する「氷川町農業担い手塾」の塾生を募集します。

専門講師による講座で自らの農業経営を分析し、生産性の改善や

高度な知識、経営技術の習得を目指します。

◇受講要件（以下のすべてを満たすこと）

　・町に居住する農業者　　

　・農業所得の向上と経営改善に取り組む意欲がある人　

　・全講座を受講できる人

◇募集人数　6人　　　　　◇応募期限　7月20日（水）

◇講師　㈱農テラス　山下　弘幸さん、肥後銀行地域振興部

問　氷川町担い手育成総合支援協議会事務局（農業振興課内）　☎0965-52-5854

氷川町農業担い手塾の塾生募集無料

日 程 講 座 内 容

8月4日（木）

13時30分～17時

経営に必要なヒト・モノ・カネを把握する

（・営農と経営の違い　　・地域金融機関の役割と信用力を上げる手法）

8月18日（木）

13時30分～17時

我が家の経営と他者を比較、強み・弱みを把握する

（・現地研修　　・課題発表　　・意見交換　　・多様な経営の在り方）

9月1日（木）

13時30分～17時

理想とする農業経営を語り、実現に向けた手段を知り、活動計画を策定する

（・情報と時間の使い方　　・修了式　　・決意表明）

新型コロナウイルスの影響が長期化する中、子育ての負担増加や収入の減少などの

困難が生じている低所得の子育て世帯に、特別給付金を支給します。

問　福祉課　子育て支援係　☎0965-52-5852

低所得の子育て世帯への生活支援特別給付金

◀厚生労働省HP

対 象 者

ひとり親世帯（下記のどちらかに該当すること）

①公的年金などを受給しているため、令和４年４

月分の児童扶養手当の支給を受けていない人　

※児童扶養手当の支給制限限度額を下回る場合のみ

②令和４年４月分の児童扶養手当は受給していな

いが、新型コロナウイルスの影響で家計が急変し、

収入が児童扶養手当受給者と同水準になった人

ひとり親世帯以外（下記のすべてに該当すること）

①令和４年３月３１日時点で１８歳未満の児童　

（障がい児の場合は20歳未満）の保護者

②令和４年度住民税が非課税の人、または令和４

年１月１日以降に収入が急変し、住民税非課税相

当の収入となった人

申請方法

（福祉課に申請）

該当世帯に送られる書類で申請

※窓口で書類を受け取ることもできます

(福祉課に申請）

 高校生のみ養育している人、収入が急変した人　

（申請不要） 

・令和４年４月分の児童手当または特別児童扶   

養手当受給者で住民税非課税の人

給 付 額 児童1人あたり5万円

申請期限 令和5年2月28日（火）


